附件5：日语诗歌原文
 
1.少年期
作者：吉本隆明
 
くろい地下道へはいってゆくように
少年の日の挿話へはいってゆくと
語りかけるのは
見しらぬ駄菓子屋のおかみであり
三銭の屑せんべいに固着した
記憶である
幼友達は盗みをはたらき
橋のたもとでもの思いにふけり
びいどろの石あてに賭けた
明日の約束をわすれた
世界は異常な掟てがあり　私刑があり
仲間外れにされたものは風に吹きさらされた
かれらはやがて
団結し　首長をえらび　利権をまもり
近親をいつくしむ
仲間外れにされたものは
そむき愛と憎しみをおぼえ
魂の惨劇にたえる
みえない関係が
みえはじめたとき
かれらは深く訣別している
 
不服従こそは少年の日の記憶を解放する
と語りかけるとき
ぼくは掟てにしたがつて追放されるのである
 
  
2.「この恋に気づいたら」
作者：銀色夏生
 
中庭の丸いテーブルに椅子をよせて
宿題をもってすわって
天体のことだった
月食について
頭の中に宇宙をこさえて
太陽や地球や月をおいてみたけど
ついにわけがわからなくなった
 
テーブルにほっぺをくっつけてお庭の木をみた
白い花が咲いていた
もっとずっと目を動かして空を見た
夕立がきそうだった
 
パラパラと突然、降ってきた時
ノートや本を閉じながら
あの人のことを考えた
雨から逃げるために本を閉じる
あのあたりまえの動作のように
あの人が私を
思い出してくれたらいいのに
あの人がこの恋に
気づいてくれたらいいのに
 
聞こう聞こうと思っていることが
やっぱり顔を見ると聞けなくて
私は自分の不安をあやふやにごまかしながら
いい方にいい方に考えて
あなたの愛を過信してしまっている
 
たったひと言でこわれてしまう
幻想の恋の中に
いるのだとしても
もう　仕方ない
私からはこわさずに
この恋をかかえて
あなたからも
逃げよう
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